
評価結果確定日



次のステップに向けて期待したい内容

かがやきの身体拘束廃止委員が当社の研修や外部研修
に参加し伝達研修を行っている。今年度からの身体拘束
廃止未実施減算にて研修と話し合いの議事録を残し対応
している。現在必要時に拘束を行っている入居者様のカン
ファレンスは、週1回行ってる。玄関はエレベーター前のア
コーディオンカーテンと位置づけている。入居者様の安全
を一番に考えて行っている。
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契約を行う時は、運営規定、契約書、重点事項説明書を
十分に詳しく説明している。契約後も不安や疑問点がない
かを尋ねてその都度、納得されるように対応に心がけてい
る。解約時の対応も同様である。尚医療連携体制加算と
看取り加算に関しても書類を交わしている。それに個人情
報の書類にブログ、パンフレット等にのせて良いかどうか
をチェックする項目もある。

事ある毎にお気づきの点や満足を頂いているかを伺って
いる。毎月「ご要望・苦情内容・改善策」等の葉書を請求
書の中に入れ､ご家族に郵送している。改善葉書は本社
に届くようになっている。届いて葉書には､対応と改善を
行っている。玄関にご意見箱も設置している。ご家族様に
食事に着いてのアンケートも定期的に行い､面会時には声
掛けし話しやすいように対応を行っている。



次のステップに向けて期待したい内容

様々な理由により今に至った経緯を職員全員で共有し、
「ここに居れば安心だ。」と入居者様、ご家族様に思って頂
けるよう支援しつつ、グループホームの本質を理解して頂
いている。又サービス担当者会議や毎月の行事等を連絡
し一緒に参加頂き、ご家族様と職員の意思疎通を図りご
本人様のサポートに繋げている。

いつでも御相談等は対応が出来ると伝え、分からない事
や心配事はその都度伝えて下さいとお話しをしている。又
話し易い環境作りに努めている。緊急時は連絡網で伝え
合うシステムもある事をお知らせしている。管理者の社用
携帯電話番号もお知らせしている。緊急時の対応のご家
族様、主治医と訪問看護体制表もある。（職員が、わかる
ように事務所に掲示している）

新人職員には、まずさわやかアカデミーの冊子を渡し、ト
レーナー、サブトレーナーの2人を付け指導している。新人
は、新人研修とその3ヶ月後の確認研修に参加して貰ってい
る。1・3・6ヶ月の報告書に記入してもらい確認している。現
任者研修にも積極的に参加してもらっている。又行けなかっ
た職員に伝達講習を行いレポートを提出している。外部研
修には研修費用を半額負担する事で職員の負担軽減を
図っている。
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次のステップに向けて期待したい内容

壁面に手すりを設置し入居者様は、身体状態に応じて車
椅子や杖等を使用されておられる。福祉用具を使いなが
らも残存能力にて出来るだけ自立した生活が送れるように
支援している。又トイレは便所と書き、居室は表札を出して
いる。自室入り口には、担当職員と一緒に撮った写真を
貼ってわかりやすくしている。




